
根 頚機 会 重き幸枝 第 7号 

(平成 10年 11月30日) 

1.東京視察研修報告 

11月7日 (土)に東京視察研修 (根本正ゆかりの地を訪ねる)が実施されました｡

当日は雨の予報でしたが,参加者の熱意と根本正先生のこ加護のためか一滴の両も降ら

ずに予定通りの日程を消化することが出来ました｡

参加者は22名 (後記)で,東京から根本正壌氏ご夫妻.またアメリカ在住の丸山和昭

氏 (根本喜代寿氏長女のご主人)が参加されました｡

視察先は,国会議事堂 (衆議院)*,安藤記念教会,青山霊園,水戸藩屋敷跡の小石川

後楽園の 4ヶ所でした｡

なお,筏菜園から青山霊園へ向かう途中,明治 5年頃,正が ｢牛込二十儲町｣の長屋か

ら徒歩で通った中村敬宇先生の ｢同人社｣跡地周辺を車中から見学しました｡

安藤記念教会では佐野牧師のお話をお伺いしたあと,教会長老の角谷貞夫氏 (正の孫で

当会会員 )に案内して頂きました｡

ネLi芋堂では,安藤太郎氏がハワイ総箭事のとき,文子夫人が榎本武揚大臣から贈られた

酒樽を打ち壊し (このことが太郎氏の禁酒のキッカケとなった),その破片で作られた花

置き台を,応接室では,太郎が正に苑てた …学生に禁酒を守る下宿の紹介を依頼する文書 "

や榎本から太郎に宛てた文書など興味ある記念品を拝見させて頂きました｡

青山霊園では,梶本正康氏 (正の孫で当会会員)に案内して頂きました｡

根本家の墓はミセス ･ツル一一**が眠る外人墓地の南側にあり,きれいに手入れがされ

ていました｡全員がそれぞれ,正先生の霊前に献花を行いました｡

次いで, ｢大日本禁酒翁｣の柱が立つ安藤太郎 ･文子夫妻の墓に花束を捧げました｡

今回の視察に際しては,当会顧問の小宅町長のご好意により町のバスを利用させていた

だきました｡

今回の視察研修の参加者は次の方々です｡ (会員番号順.敬称略)

氏 名 氏 名 氏 名

根本 正庸 鹿志木博守 遠藤 和男 氏 名

根本 和子 横地 富子 根本 孝子

安斉 寧 大友 悦 高畑 精一 根本 正治

安斉 一子 吉沢吉沢金次跡 高畑 静雄海野 撒子 美代子 丸

寺門 厚 栂村 一郎 根 山 和昭

禽沢 義雄 片野 直行 本 正男
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参加者に ① 訪問先数 ②	 見芋時間 ③ 会費 (3,000円) ④ 資料 ⑤

視察研修希望地 ⑥ 感想 ⑦ 顕彰会運営への注文等 についてアンケ-トをお願い

いたしました｡

その結果,①-④ については,殆どの方が ｢適当である｣との回答でした｡ 

⑤ 視察研修群望先 については, 

･ アメリカ ･バーモント州

･ 高萩市 -一長久保赤水顕彰会との交流

･ 水郡線沿線	 (例)く往>バスで元有力支持者宅J -大子駅へ大子/ ]掛 十二所神

社-塙町 く復>∫Rで塙駅-上菅谷駅

が挙げられましたが. `̀ァメリカ研修は最大の魅力ではありますが.足元 ･身近なゆ

かりの地から順次たしかめていく姿勢もあって欲しい"とのこ意見もありました｡ 

⑥ 今回の視察研摩の感想 は次の通りです｡

･ 大変興味のある所を選定され,楽しく理解でき,体晩できて有意義であった｡

･ 大変良かった.国会議事堂は予想通り｡後楽園,安藤記念教会は百聞は1削こ如か

ず.安藤記念教会と根本正先生との特別の関係についても理解を i卸)た｡

･ 安藤記念教会を訪問して. ｢クリスチャン｣としての根本正について更に顕彰をす

る必要が大であることを痛感しました｡

･ 根本先生のお墓参りが出来たこと,何か感動してしまったですo

バスの中もとても有効に時間をとり,机の上の勉強会でない,リラックスした研修

が出来てとても艮かったと思います｡

国会議事堂も安藤記念教会もとても有意義でした｡

･ 郷士出身の尊敬する偉大な政治家根本先生ゆかりの地を先生の直系のご親族ともど

も同行参力肝できましたこと,最高の研修の族と感謝しております｡

･ 何事も良く行き届いておりまして感謝いたしております｡

･ 個人ではなかなか行けないところなので大変艮かったと思う｡

4 遠藤さんのガイドが特に艮かった｡もう一度同様のコ-スで企画してみては如何で

しょうか ?

･ 個人的に由緒ある史跡等を視察することはむずかしいことです｡


この度の企画に参加させていただき有り難うございました｡


ご労苦に心より感謝申し上げます｡




･ 最初は時間的にきびしいのではと思いましたが,結構ゆったり出来て艮かった｡

特に安藤記念教会が印象的でした｡

また,青山霊園もジンとくるものがありました｡ 

⑦	 顔彰会の運営への注文等 は次の通りです｡ 

毎回の会合,委員会の出席者も顔ぶれはいつも同じてすが,気はらず,足早ではな

く,歩みは遅くともしっかり地歩を固めてゆければと思います｡

｢根本正記念館｣を町営で設立したいものです｡

私自身の勉強が足りないことを深く反省しております｡

いつもいただく資料は,会員の私より夫が転回楽しみに読んでおります｡

/ ー ＼ 短期･ r1 長期の展望を明確にして.その実現のための行動計画を策定してはどl期 ･

うでしょうか ?

本当にボランティアに徹して企画運営されていることに感謝あるのみです｡

よろしくお願いいたします｡

なお ,9月に実施しましたアンケート調査での要望事項と対応につきましては ,5ペ

ージをご参照願います｡ 

*	 議会活動 (根本正 ｢履歴書｣より) 

- - - (前略)･- ･-

1.明治 31年より大正 12年まで 26ケ年間帝国議会に於いて,数多の法律建

議及質問を提出し,国利民福を実行せしもの別紙に詳記*せり｡ 

*	 その主義を制定せられたる法律 4件,建議せしもの 20件,政府に質

問し国利民福を増進したるむの 24件｡明細は省略します｡ 

1.明治 24年以来帝国議会に於いて,海外移民商工業視察の必要を提察し,そ

の通過の結果 ,海外移民探検及商工業視察として外務省及農商務有よりメキ

シコ,中央アメリカ,南米ブラジJレ及インド地方へ 4回出張を命ぜられ,そ

の都度大部の報告書を提出し,その結果南米ブラジル国サンパウロ州へ現に

数万人の移民を送り ,海外貿易を増進するに至れり｡

斯くの如きは昔日官にありては榎本外務大臣,野にありては板垣伯の先見

ある政策に出たるものとす｡ 

** ミセス ･ツルー

新栄女学校 (後に女子学院)の校長｡正の夫人徳子は上京後,新栄女学校

に入学し.ツルーの教えを受けた｡
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2.｢根本正展｣日馴臣

根本正顕彰会では,刃r珂町主催の ｢なかいきいきフェスタ ~98｣に協力して 11月 

21日 (土)-11月23日 (月)の 3日間,中央公民館 2Fロビーにて根本正の人間

像並びに業績を紹介する ｢根本正展｣を開催しました｡

多くの人 に々刃阿 町出身の政治家 ｢根本正｣を知っていただき,その精神を那珂町に

月づカせ ることを願って根本正の素顔と実績を展示することとしたものです｡

今回の展示品は.多くの方 の々ご協力により,直筆の掛軸･色紙･写真や輔告天皇ご

下賜の茶碗･愛用のかソプ,スプーン･当選証書･履歴書 .議会報告書 ･茨城県知事に

よる五重村への寄付感謝状,政友会総裁原敬および支持者の当選祝寄せ書き･聖書 ･著

書 ･アメリカに於ける根本正ゆかりの地 (地頭)やインターネットによる紹介など多岐

に亘っており,見学者に深い印象を与えることが出来ましたO

また,刃防叶町立横堀小学校 (平野和式校長)のご協力により .同/ J､孝校 6年生の ｢根

本正自主研究作品｣も同時に展示させていただき,質量共に充実した ｢展示会｣となり

ました｡

この作品展を舞阪として,若い世代が根本正についての認識を深めていただくことを

期待しております｡顕彰会も広範囲に働き掛けを行いたいと思っております｡

同会場では ｢刃阿 町民芸術祭｣も開催されており,多くの方に ｢根本正｣コーナーも

見学していただきました｡

また,マスコミにもお願いした結果,｢朝日｣･｢毎日｣･｢茨城｣･｢新いばらき｣ 

I｢よみうりタウンニュース｣で記事に取り上げて頂きました｡ (別紙参照)

｢根本正展｣についての報道で,特に横腹小学校の児童の研究発表を中心に取り上げ

られたことは有り難いと思っております｡

私どもは,子供たちのために,そして子供たちの未来のために頑張った根本正が子供

たちによって取り上げられることを本当に嬉しく思っております｡

子供たちが ′1､学校時代に根本正を知り,｢20才までは煙草や酒を飲まないとか一生

懸命努力することが大切であるとか,どのような人にも平等に接し,どのような人も大

切にし,人にやさしく自分にさびしく,世の中のために尽くそう- ･からはじまって

議会制民主主義の大切さ,清潔な政治,国際的視野の必要性 ･･･｣など様 な々教訓を

そこから得てくれたらと思います｡

なお ,次の方 に々畔1胤 受付,案内をして頂きました｡厚くお礼申し上げます｡

日 付 ●区 分

氏20日 午 後

柏村 一郎

遠藤 和男

白土 喜弘 令

内容安斉 寧

海野 徹 準 備



日 付 区	 分 氏 名

21日 享	 前 遠藤 和男 青山 内	 容 
午	 後 壱美 受朴	 訂

精一 富子 ノ22日 午 前 遠藤高畑 和男 寺門横地 厚 
午	 森 高畑 精一 根本	 正治 ノ

23日 午	 前 柏村 一郎
午	 後 安斉 寧 横地白土	 書富子 ノノ

安斉 寧 撤	 去高海畑
徹 遠藤白土	 和男喜弘｣23日 終竺示上柏野一部展 村 精一 弘 

3.(次回例会のお知らせ1)

(	 場日 時 年 1 日)午後2時2) 所 平成 11 月 17日 (


議 題 中央公民館 大正期の根本正についての新聞報道2階
(ヨ) ① 明治 ･

②	 根本正の今日的意義とその精神を

③	 ア 生かすための取組みについて 

メリカ視索珊医について多くの方 の々ご参加をお待ちしております

*** 9月に行いましたアンケ一一ト調査での要望事項と対応 ｡ *** 

①	 根本正についてのマンガ入りの伝記を作り,学校 ･図書館などに常備するほか

市販してはどうか ? そのつもりでおります-

②	 加藤先生の ｢ ｡根本正伝｣を是非とも入手したい｡何とかならないか ?

-まもなく再版される予定で軒

になるそうです｡ ｡定価は2,000円十消費税100円

③	 刃阿 ｢内の会員を増やすために町報,公民館病臥 退職公務員会その他いろい

ろな棟会を利用してはどうか ?	 他町村にも同様に働き掛けてはどうか ? 

- 皆さんとご相談しながらそのようにして行きたいと思います｡ 

④	 研究例会の開催時間について午後は中途半端になるので,午前中に開催でき

いか ?	 特に冬場は終りが遅くなり大変である｡ (遠隔地の方より) な

- 検討してみますが,今までのところ午後2時からが大多数です｡ 

⑤	 特技のある人

すが?	 として ｢那珂町の民話｣のさし絵を描かれた桧山芋氏がおられま

一 今までマンガを描く人を公募してはという意見が出ていますが.皆さ
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